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ＡＩ技術を活用した取引モニタリングの高度化について 

千葉銀行（頭取 米本 努）は、振り込め詐欺等の金融犯罪による被害口座やマネー・ローンダリ

ング及びテロ資金供与等が疑われる不正利用口座（加害口座）の検知を高度化するため、ＡＩ技術

を活用した検知モデルを 2024年より導入しますのでお知らせします。 

当行ではこれまで、高齢者がキャッシュカードを騙し取られ不正に預金が引き出される等の被害

が疑われる口座を早期に検知するため、モニタリングシステムにＡＩ技術を活用する実証実験を行

ってまいりました。ルールベース※により抽出された口座取引を人の目で検知する従前の手法と比

べて、ＡＩ技術は高い精度で被害口座や不正利用口座を検知することが可能であることから、ＡＩ

検知技術に定評のある株式会社ラック（代表取締役 西本 逸郎）のＡＩモデル（製品名「ＡＩゼロ

フラウド」）の導入を決定しました。 

当行は今後も、特殊詐欺被害への対策の高度化を図るとともに、口座の不正利用等を通じた犯罪

収益の収受・隠匿、テロリストへの資金提供の防止に努めることで、健全な金融システムの維持に

取り組んでまいります。 

※ ルールベースとは、不正利用が疑われる取引の特徴を捉え、顧客属性や取引金額等の抽出条件をルールと
して設定しモニタリングを行うもの。 

【不正検知の仕組みの違い】 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

                     

当行は、「一人ひとりの思いを、もっと実現できる地域社会にする」をパーパスに掲げ、地域

の社会的課題解決に貢献するなど社会的価値を提供し、地域に寄り添うエンゲージメントバンク   

グループを目指します。 

 


